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夏
の
熱
い
選
挙
戦
で
民
主
党
が
大
勝
し
、
政
権
が
変
わ
り
ま
し
た
。

人
々
の
暮
ら
し
や
自
治
体
政
策
に
と
っ
て
、良
い
影
響
が
出
て
く
る
か
ど

う
か
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
政
党
化
が
進
む
中
で
、
地

域
に
お
け
る
第
三
の
立
場
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
夏
は
、
立
命
館
大
学
院
の
夏
期
集
中
講
座
に
通
い
、

生
命
倫
理
や
共
生
論
史
を
学
び
ま
し
た
。
命
の
重
さ

や
共
生
社
会
の
あ
り
方
に
、
政
治
家
の
考
え
方

や
政
策
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
、

あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

だ
れ
も
が
命
を
大
切
に
さ
れ
、
共
に
生

き
る
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
役
割
を
、

し
っ
か
り
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
本
構
想
と
10
か
年
計
画

を
同
時
に
改
正
！

佐
藤
　
経
済
・
雇
用
状
況
の
悪
化

で
今
後
の
税
収
は
か
な
り
減
る
と

思
う
が
、税
収
の
見
通
し
や
10
か

年
計
画
の
財
政
フ
レ
ー
ム
は
い
つ

示
す
の
か
。

区
長
　
歳
入
額
の
中
長
期
的
な
見

通
し
や
、今
後
の
施
設
の
維
持
・
更

新
に
か
か
る
経
費
な
ど
慎
重
に
見

き
わ
め
、３
月
の
定
例
会
の
前
ま

で
に
示
す
。

佐
藤
　
区
長
は「
10
か
年
計
画
の

改
定
と
合
わ
せ
て
基
本
構
想
の
改

正
を
行
い
た
い
」と
述
べ
て
い
る
。

後
期
５
年
間
の
基
本
計
画
の
改
定

だ
が
10
年
後
の
目
標
を
見
据
え
、

基
本
構
想
の
目
標
も
10
年
後
に
合

共
生
社
会
を
目
指
し
、

将
来
の
見
通
し
を
も
っ
た
政
策
を

第
２
回
定
例
議
会
　
一
般
質
問

わ
せ
る
こ
と
は
、先
を
見
通
し
た

政
策
の
た
め
に
は
必
要
だ
。し
か

し
、区
長
の
任
期
も
あ
と
１
年
な

の
に
基
本
構
想
ま
で
も
変
え
た
い

理
由
は
？

区
長
　
施
設
の
再
編
や
、西
武
新

宿
線
の
連
続
立
体
交
差
に
伴
う
ま

ち
づ
く
り
、中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
な
ど
、今
後
５
年
間
の
ス
パ

ン
だ
け
で
は
十
分
に
展
望
を
描
き

切
れ
な
い
。10
か
年
計
画
も
基
本

構
想
も
こ
の
後
10
年
を
見
通
し
た

も
の
に
改
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

多
く
の
自
治
体
で
も
、基
本
構
想

と
基
本
計
画
を
セ
ッ
ト
で
定
め
、

一
定
の
期
間
で
両
方
と
も
改
定
し

て
い
く
総
合
計
画
方
式
を
と
っ
て

い
る
。
た
と
え
任
期
が
何
年
で

あ
っ
て
も
中
長
期
的
展
望
に
立
っ

た
区
政
運
営
を
す
る
の
が
私
の
信

念
だ
。

前
期
計
画
で
区
の
施
設
配
置

や
運
営
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
。小
学
校
５
校
、中
学
校
４
校

が
新
し
く
４
つ
の
学
校
に
再
編

さ
れ
、保
育
園
や
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
民
営
化
が
進
ん

だ
。ま
た
、小
学
校
に
児
童
館
機

能
が
入
り
、「
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
塔

山
」と
、児
童
館
跡
に
住
民
の
手

で
は
じ
め
ら
れ
た
乳
幼
児
親
子

の「
ぴ
よ
ぴ
よ
広
場
」は
好
評
だ
。

第
２
次
10
ヵ
年
計
画
は
こ
れ

を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
メ
イ
ン

に
な
る
。全
小
学
校
に
キ
ッ
ズ
プ

ラ
ザ
を
配
置
し
児
童
館
を
廃
止
、

そ
の
跡
地
に
保
育
園
を
民
営
化
し

て
建
て
替
え
る
。再
編
後
の
学
校

跡
地
に
は「
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン

タ
ー
」等
が
設
置
さ
れ
る
。前
期
計

画
で
遅
れ
た
の
が
地
域
セ
ン
タ
ー

の
転
換
で
あ
る
。区
民
か
ら
様
々

な
意
見
が
出
て「
区
民
活
動
セ
ン

変
わ
る
中
野
区

タ
ー
」の
運
営
案
が
見
直
さ
れ
、

今
後
、実
現
を
は
か
る
こ
と
に
な

る
。こ

れ
か
ら
は
、民
間
や
市
民
団

体
の
力
が
欠
か
せ
な
い
。公
共
活

動
に
対
す
る
区
の
支
援
や
、「
行

動
す
る
市
民
参
画
」が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
。重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
１
つ
が「
24
時
間
365
日
ど
こ

で
も
区
役
所
」。「
24
時
間
福
祉
の

ま
ち
」を
目
指
し
提
案
を
重
ね
て

い
き
た
い
。（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

支え合いといのちを
考える

10月12日（月・休）

pm2:00～4:30
スマイルなかの

4階多目的室

＊民生委員さんと懇談

＊ビデオ「長期脳死児と生きる」

佐藤ひろこの区政報告

11月1日（日）
pm2:00～4:30

男女共同参画センター研修室
（中野駅南口 勤労福祉会館2階）

＊区政報告と意見交換

＊障害者運動のビデオ上映

人権を考える講座第５回

－地域で共に－

11月29日（日）
pm2:00～4:00

男女共同参画センター研修室

お話　呉　日煥さん
（元4中PTA会長・民団中野支部団長）

参加費　200円

共催　タッチの会

主催　住民自治をすすめる政策研究会

福祉社会学会で「医療的ケアを必要とする子どもへの
自治体政策について」発表



いっしょに生きたいネッ！この街で…

地
域
セ
ン
タ
ー
が

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

変
わ
る
！

　
「
地
域
セ
ン
タ
ー
の
区
民
活
動

セ
ン
タ
ー
と
地
域
事
務
所
へ
の
再

編
方
針
（
案
）
」
に
つ
い
て
の
地
域

意
見
交
換
会
が
５
月
各
地
域
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
６
地
域
の
意

見
交
換
会
に
参
加
し
た
。

　
再
編
方
針
「
地
域
自
治
の
主
体

で
あ
る
住
民
の
意
思
と
力
に
よ
っ

て
運
営
・
活
用
さ
れ
る
」は
あ
る
べ

き
姿
だ
と
思
う
。し
か
し
、運
営
の

担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

地
域
の
人
達
の
参
加
が
少
な
く
、

区
民
に
よ
る
運
営
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
不
安
に
思
っ

た
。
地
域
に
よ
っ
て
理
解
に
温
度

差
も
あ
る
。
や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

進
め
て
い
く
方
が
よ
い
と
思
う
。

佐
藤
　
意
見
交
換
会
の
持
ち
方
に

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。区

民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
運

営
委
員
会
に
つ
い
て
の
区
の
説
明

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

区
長
　
（
仮
称
）
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、運
営
委
員
会

の
世
話
人
会
と
意
見
交
換
会
を
行

い
、続
い
て
区
民
と
の
意
見
交
換

会
を
行
っ
た
。意
見
交
換
会
で
は
、

わ
か
り
や
す
い
資
料
を
用
意
し
て

説
明
し
た
。今
後
必
要
に
応
じ
て

地
域
ご
と
に
話
し
合
い
の
機
会
を

持
っ
て
い
く
。

新
型
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に

住
民
理
解
を

佐
藤
　
区
は
５
年
前
か
ら
、路
上

生
活
者
に
、
臨
時
の
仕
事
と
ア

パ
ー
ト
入
居
を
支
援
す
る
事
業
に

取
り
組
ん
だ
。何
人
を
路
上
か
ら

脱
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
？
現
在
、路
上
生
活
者
の
巡
回

相
談
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、区
内

の
路
上
生
活
者
の
状
況
は
？

区
長
　
特
別
区
の
地
域
生
活
移
行

支
援
事
業
に
よ
り
中
野
区
に
ア

パ
ー
ト
を
借
り
た
方
は
約
80
人
。

成
果
は
上
が
っ
て
い
る
。区
内
の

ホ
ー
ム
レ
ス
の
数
は
、今
年
１
月

の
調
査
で
35
人
。病
気
の
相
談
や

自
立
支
援
に
つ
い
て
の
説
明
を
、

粘
り
強
く
行
う
こ
と
が
重
要
。

佐
藤
　
路
上
生
活
者
緊
急
一
時
保

護
セ
ン
タ
ー
と
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
を
、各
区
が
交
代
で
５
年
間

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

中
野
区
は
、２
０
１
１
年
か
ら
設

置
す
る
番
に
な
る
。中
野
区
が
設

置
す
る
新
型
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

は
定
員
70
人
、緊
急
一
時
保
護
と

就
労
支
援
を
一
緒
に
行
う
。設
置

に
当
た
り
、区
は
昨
年
度
、町
会
や

商
店
街
の
代
表
者
や
学
校
長
、公

募
の
区
民
な
ど
も
含
め
た
検
討
委

員
会
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
。検

討
委
員
会
の
報
告
書
の
内
容
を
ど

う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

区
長
　
検
討
委
員
会
報
告
で
は
、

施
設
の
必
要
性
、施
設
整
備
の
あ

り
方
、地
域
理
解
の
促
進
方
策
な

ど
の
提
言
が
さ
れ
た
。人
権
や
啓

発
に
つ
い
て
は
重
要
事
項
な
の

で
、各
地
域
で
行
っ
た
説
明
会
で

も
理
解
の
促
進
に
努
め
て
き
た
。

佐
藤
　
予
定
地
は
決
ま
っ
た
の

か
。町
会
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域

の
代
表
者
と
関
係
者
で
つ
く
る
地

域
協
議
会
を
設
置
し
、施
設
の
あ

り
方
を
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

区
長
　
用
地
は
決
定
次
第
報
告
を

し
た
い
。地
域
と
は
準
備
の
中
で

十
分
話
し
合
い
、開
始
後
も
協
議

の
場
を
設
け
て
い
く
。

そ
の
後
、
平
和
の
森
公
園
隣
の
都

下
水
道
局
の
用
地
に
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
決

ま
っ
た
。
地
域
の
理
解
を
得
な
が

ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

退
院
促
進
支
援
を

佐
藤
　
全
国
の
生
活
保
護
費
の
約

７
月
に
ま
と
め
ら
れ
た

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
再
編
方
針
か
ら

＊
運
営
委
員
会
は
地
区
町
会
連

合
会
を
中
心
に
構
成
す
る
。

＊
施
設
の
管
理
・
集
会
室
の
貸
出

は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

等
民
間
団
体（
運
営
委
員
会
も

可
）に
区
が
委
託
す
る
。

＊
講
演
会
の
企
画
や
地
域
団
体

間
の
連
絡
な
ど
は
運
営
委
員

会
に
委
託
す
る
。ス
タ
ッ
フ
を

採
用
す
る
の
か
、民
間
団
体
に

委
託
す
る
の
か
選
択
で
き
る
。

＊
集
会
室
利
用
は
区
の
条
例
を

基
本
に
従
来
ど
お
り
で
き
る
。

＊
当
分
の
間
、区
職
員
も
配
置
。

　　
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
の
一

斉
転
換
は
当
初
計
画
よ
り
２
年

遅
れ
て
２
０
１
１
年
７
月
だ
が
、

希
望
す
る
地
域
の
運
営
委
員
会

で
は
、来
年
２
月
か
ら
一
部
業
務

を
先
行
実
施
す
る
。

半
分
が
医
療
扶
助
費
、医
療
扶
助

費
の
う
ち
の
約
６
割
が
入
院
費
、

入
院
費
の
う
ち
の
約
４
割
が
精
神

疾
患
の
入
院
費
で
あ
る
。精
神
病

床
入
院
患
者
の
う
ち
、退
院
可
能

な
社
会
的
入
院
と
言
わ
れ
る
患
者

は
約
２
割（
７
万
人
）い
る
。中
野

区
の
医
療
扶
助
費
は
？
退
院
可
能

な
患
者
の
状
況
は
？

区
長
　
中
野
区
の
医
療
扶
助
費
は

生
活
保
護
費
の
42
％
で
約
47
億

円
。３
３
０
人
ほ
ど
の
入
院
者
の

う
ち
精
神
疾
患
の
方
は
90
人
程

で
、退
院
の
可
能
な
方
は
お
よ
そ

50
人
い
る
。

佐
藤
　
退
院
促
進
の
た
め
に
は
、

相
談
支
援
、
自
立
体
験
施
設
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
、民
間
団
体
と

協
働
し
た
地
域
で
の
受
け
皿
づ
く

り
が
必
要
だ
。退
院
促
進
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
の
担
当
は
ど
こ
か
。

区
長
　
来
年
度「
長
期
入
院
入
所

者
地
域
移
行
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
す
る
。所
管
は
生
活
援
護

担
当
に
な
る
。

佐
藤
　
う
つ
や
引
き
こ
も
り
で
仕

事
に
就
け
ず
、生
活
保
護
を
受
給

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
若
い
人
が

増
え
て
き
て
い
る
。区
で
は
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。精
神
疾
患
を
持

つ
方
々
へ
の
自
立
支
援
策
は
？

区
長
　
区
の
生
活
保
護
受
給
者
の

精
神
疾
患
の
割
合
は
20
％
。精
神

科
医
へ
の
相
談
や
緊
急
時
の
対
応

な
ど
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
。

筋ジストロフィー親の会から難病運動をつくった石川左門さんと。
「子どもの幸せは家族の一員として暮らすこと」と地域運動をすすめた。



いっしょに生きたいネッ！この街で…

＊議会に出席すると１日につき3、000円の費用弁償がつく。なくすべきだ。区への返金は法的にできないので、積
み立て、区外の団体に寄付をしている。

佐藤ひろこの収支報告　　　                    2009年5月～2009年7月

セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
相
談
窓
口

　「
社
会
の
中
で
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
〜
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｈ
Ｏ
２
０
０

９
ト
ー
ク
in
中
野
」に
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
参
加
。「
性
の
有
り
様
の
違

い
に
悩
む
若
者
が
多
い
。多
様
な

人
た
ち
が
共
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
、相
談
で
き
る
所
が
必
要
。」

と
話
し
た
。会
場
は
若
い
人
た
ち

で
い
っ
ぱ
い
。

中
野
区
に
事
務
所
が
あ
る
相
談
窓
口

▼
動
く
ゲ
イ
と
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
会（
ア
カ
ー
）

　
　

▼
同
姓
愛
者
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
カ
ウ

　
ン
セ
リ
ン
グ
専
門
家
会
議

　▼　

重
度
の
障
が
い
を

持
つ
子
ど
も
達
を
大
切
に

４
月
に
開
校
し
た
永
福
学
園

肢
体
不
自
由
教
育
部
門
の
保
護

者
、杉
並
区
議
、都
議
の
方
々
と
一

緒
に
東
京
都
教
育
庁
と
交
渉
。看

護
師
や
経
験
の
あ
る
教
員
、設
備

や
備
品
も
不
足
し
て
い
る
。早
急

に
改
善
し
て
ほ
し
い
こ
と
、ま
た
、

吸
引
な
ど
の
必
要
な
子
ど
も
達
の

保
護
者
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
同
乗
を

認
め
て
ほ
し
い
こ
と
等
を
要
望
し

た
。な
ぜ
不
十
分
な
状
態
で
開
校

し
た
の
か
と
、保
護
者
の
方
々
の

怒
り
と
不
安
が
ぶ
つ
け
ら
れ
た

（
そ
の
後
一
部
改
善
）

　
午
後
か
ら
は
、参
議
院
会
館
で

行
わ
れ
た「
臓
器
移
植
法
改
悪
を

考
え
る
緊
急
院
内
集
会
」に
参
加
。

「
脳
死
を
人
の
死
」と
し
た
Ａ
案
が

衆
議
院
で
通
過
、そ
の
後
参
議
院

で
も
可
決
。ほ
ん
と
う
に
残
念
だ
。

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
ら
な
い
平
和
な
未
来
へ

小
田
実
さ
ん
を
偲
ぶ
会
で
司

会
を
担
当
。澤
地
久
恵
さ
ん
の
講

演
や
韓
国
か
ら
お
招
き
し
た
前
国

会
議
員
の
姜
恵
淑
さ
ん
の
舞
踊
サ

ル
プ
リ
な
ど
盛
会
だ
っ
た
。

5月17日

6月24日

7月18日

5月

12 東京都の子育て支援策の調査

13 タッチの会

14 障害者防災委員会

15 りつりつ研究会（立教と立命館大学院生の研究会）

16 自治体議員政策情報センター「議会の仕事」

17 IDAHO2009トークin中野でパネラー

18 中学校PTA連合会総会／コミュニティ政策研究会

19 野村生涯教育センター一般講座

20 中野区中小企業退職金共済会理事会

21 港区医療的ケアの取り組み等調査

23 「介助者たちはどう生きていくのか？」集会

24 ふれあい運動会

25 野方で区民活動センター等意見交換会／臨時議会

27 大和で区民活動センター等意見交換会

28 東部で区民活動センター等意見交換会

29 自立支援センター杉並寮視察／臨時議会

上高田で区民活動センター等意見交換会

30 谷戸小運動会／桃園で区民活動センター等意見交換会

31 あきる野市議選応援

6月

1 鍋横で区民活動センター等意見交換会

3 永福特別支援学校見学

3̃5 本会議・佐藤ひろこ一般質問

6･7 福祉社会学会in名古屋

9̃11 厚生委員会

12 中野駅周辺・西武新宿線沿線まちづくり特別委員会

14 中野区視覚障害者福祉協会70周年記念式典

もぐもぐ総会

15 アポロ園親の会との懇談

16 永福特別支援学校の保護者と懇談／本会議

18 少子化対策担当大臣と懇談

中野３丁目野村マンション問題の会

22 立命館大学院「障害者の生活・教育支援」研究会

24 永福特別支援学校の保護者と都教育庁との話し合い

臓器移植法改悪を考える緊急院内集会

28 中野区スポーツチャンバラ選手権大会

7月

1 区民参加の中野をすすめる会

2 「ゆずり葉」映画鑑賞

4 人権を考える講座「在日コリアン3世から見た日本」

7 視覚障害者福祉協会料理教室／光明養護学校卒後の会

9 障害者防災委員会

11・12 障害者の政治参加をすすめるネットワークin名古屋

13 京都市役所手話通訳など調査

16 補正予算内示

17 中野区医師会納涼のつどい

18 小田実さんを偲ぶ会

19 元筋ジストロフィー親の会長石川左門さんインタビュー

20 「障害者の生活・教育支援」研究会

21 臨時議会/コミュニティ政策研究会

22 ふれあい納涼のつどい

23 厚生委員会

８月

1 記録映画「風のかたち―小児がんと仲間たちの10年―」鑑賞

4 おでんくらぶ（医療的ケアが必要な子どもと親の会）

6 りつりつ研究会

10 厚生委員会




